
鉄筋コンクリー ト構造 :期末テス ト (平成 30年 1月 22日 実施 )

学籍番号 : 名前 :

問題 Al下記のような単鉄筋長方形断面について解答せよ (10点+5点〒15点):
(解答 ;ま解答覧に記入し、 3桁を原則として、単位を明記せよ)
。材料条件 :コ ンクリー ト圧縮強度 40N/mm2 鉄筋規格 I SD345鉄筋配筋 16D35
・長方形断面 :幅 500mm,有効高さ 700mm、 全高さ880mm
a.鉄筋比を計算し、最大曲げ耐力を算定せよ (破壊モー ドの半J定は省略する)。

b. 最大曲げ耐力が 1400kN mよ り大きくなるよ

鉄筋径 :ま変更しない:ま、鉄筋の本数のみとし

うに断面を変更せよ (ただし、1,3倍以内に抑えよ)。 変更

。この条件に基づく配筋および最大耐力を解答せよ。 ,
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問題B:次の各記述に間違いが一つずつある。間違い箇所を円く囲み、余白に正解を示せ (10X2点〒20点 )

⑪ 鉄筋の性質として,SD295の 場合,降伏強度は295N//1mm2、 sD345の場合,降伏強度は345N/1nm2でぁり、弾性
なお、鉄筋降伏前における、SD295と係数 (ヤング率):ま ,降伏強度に

SD345の 弾性挙動は同一である。
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③ 一般に、鉄筋の西こ筋によりひび割れの発生を防ぐこと1/■できないが、ひび害Jれ発生後働過度なひび害1れ開口を

階 することがで気 無ずひび割れ
○
ポ モーメントの始 下縁から発生Ц 繭 憾 輩 鮎 力麟

生する。また、せん断ひび割れは斜め方向 鯉論上4ず )にて発生する。
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スターラップが多く用いられる。 曖軋

⑤ コンクリー ト構造物は多くσ灘 造形式にて用いられる.例 えば、ラーメン、梁、柱は棒構造物と総称され/、 こ

のうち、テーメンは柱と梁が剛結合され、 トラスは直線部材<穫接砂 された構造である。また、
スラブと耐

震壁は平面構造、シェルと中空円筒は立
・
l●曲面構造の例である。以上までの構造物は、鉄筋コンクリー トまた

はプレス トレストコンクリー トであり、マスコンクリー トの代表である重力式 (またIまアーチ式)コ ンクリ
ー

トダム融筋コンクリートである。     亀書>摯斌彗
③ 設計せん断耐力は、コンタリート負担分鴫dと せん断補強筋の負担分Vsdの和によ

つて表される。この場合、コン

クリートのせん断強度は圧縮強度より小さく、圧縮強度が24Nttll12の場合、せん断強度は0.6N/:鍛翻
2程度である。

また、■dの算定に際しては、スターラップの降伏強度が大きいほど、配置間隔で塞き
い>ど、建駐は大きくなる。

である。また、応力/強度の単位ではlNttm2=l MPaで ある。従来単位とSI単位との関係は、大略値としてltollf

整10kN,1001onftt I MNの ように覚えると良いのここで、SI接頭語としは、k:103,M:106,e109が 多く用いられ

る。
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dであり、せん断耐力 (生仰値)は、

に表記できる。一般に、設計せん断耐

より小さくなる。ここで、安全係数は

せ

断

計

ん

設

せ

力

⑨ 力
　
一一

耐

珠
″

断

力

ん

耐 ）
”
ぼ
孝
数
仇

ｖｄ
´
　

コ

ＩＶ
　
一一　
係

と

ま、安全

⑬ l√ 磯  l11)憂
穣
観 が 敵 た _メ ン→ → 応力 (機薦 れ せん飾芯力)仰

ような力母流れを理角撃することが重要である。通例、単純梁の場合、支点上では曲げ
モーメント|まゼロ、せん断

力が支点反力と等しい。また、破壊荷重は、曲 |｀ガ耐力とせん断耐力が浄l々 に算定され、小さい方の荷重にて破壊

形式が決定する。
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問題 CI におけるコンクリー ト 造物の地震災害盤 とりあげ、3行以内にて簡 :に講せ (5点


